
再エネ等由来の電力を活用した水電解による水素製造（国費負担額：上限721.5億円）

出典先：*写真は福島水素エネルギー研究フィールド（イメージ）

• 日本は世界最大級の水電解装置を福島に有するものの、開発は欧州勢が先行。市場も再エネが安い欧州等が先に立ち

上がる。

• 余剰再エネ等を活用した国内水素製造基盤の確立や、先行する海外の水電解市場獲得を目指すべく、複数のタイプの

水電解装置（アルカリ型、PEM型）の大型化やモジュール化、膜等の優れた要素技術の実装、水素利用と一体での

Power-to-Xのシステム実証等を強力に後押しし、装置コストの一層の削減(現在の最大1/6程度)を目指す。

プロセス①
（電力製造）

Poewr-to-Xのシステム構成

プロセス②*
（水素製造）

大型化・モジュール化等
による装置コスト削減

【プロセス③：水素利用】
熱需要対応、
化学品製造プロセス 等

水電解装置の開発と合わせて、ボイラー等の熱関連機器や基礎化学品の製造プロセスとを組み合わせ、
再エネ電源等を活用した非電力部門の脱炭素化に関するシステム全体を最適化する実証を行う予定

プロセス間の出力の差異を埋めるための貯蔵設備
（蓄電池、水素タンク等）
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